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ほ場の土づくりや作物の適正施肥栽培に有効な土壌分析診断ですが、今号では土壌分析の結果から、
どのように施肥設計を行っているかを、コマツナのハウス栽培を例にして紹介します。

l 「北海道施肥ガイドWEB」（https://sehiguide.jp）で作物別の施肥量を確認できます。
①作物を選択する ②土壌診断mg/100g をチェック ③分析値を考慮して補正

各項目の分析値を入力 された施肥量(kg/10a)
が表示される

＜各肥料成分の土壌分析値を確認＞
l 農業センターで発行している土壌診断票を例に説明します。
l まずは、「窒素・リン酸・カリ・苦土」の分析値を確認します。

＜分析値に応じた適正な施肥量を調べる＞
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＜使う肥料の種類と量を決める＞
l 補正された施肥量が「０」になっているリン酸と苦土については、施肥は不要です。
l 窒素、カリは補給の必要があるため、今回はそれぞれ単肥の「尿素」と「硫酸加里」を使うこ
とにします。
１ 肥料成分量(％)の確認

肥料の袋に表示されている「保証成分量(%)」を確認します。

２ １０a当たりの必要量を計算します。
補正施肥量 ÷ 肥料成分量(％) × １００ ＝ 必要量

尿 素：窒素 １５kg/10a ÷ ４６ × １００ ＝ ３２．６kg/10a
硫 酸 加 里：カリ ６kg/10a ÷ ５０ × １００ ＝ １２．０kg/10a

３ ほ場の広さに応じた量を算出します。
例：幅６ｍ、長さ５０mのハウスに施肥する場合
ほ場の面積は６ｍ×５０m＝３００㎡＝３aなので
尿素 ３２．６kg ÷ １０a × ３a ≒ ９．８kg
硫酸加里 １２．０kg ÷ １０a × ３a ＝ ３．６kg

尿素９．８kg、硫酸加里３．６kg になります。

＜補足＞
l 「北海道施肥ガイドWEB」は、有機物施用による肥料量補正にも対応しています。
l 作物や作型によって、参照する分析項目は異なります。

水稲本田 …＜リン酸＞ブレイリン酸（ブレイ№2法）
＜窒素＞培養窒素（可給態窒素）

畑作物、野菜（露地）…＜窒素＞熱水抽出性窒素 など
l 農業者向けの所見は上川農業改良普及センターが作成しています。
l 所見では施肥設計のほかに、pH矯正の必要性や養分バランスを考慮するなど、ほ場の状況に応
じた総合的な所見を作成し、土壌診断票として皆様にお伝えしています。

l 土壌分析診断をご希望の方は、農業センター(61-0211)又は各農協にお問い合わせください。
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